
し い 奨 励 品 種

1  ア キ ヒカ リ ( う るち )

系統名 ふ 系 104号

(1)英 励品置に採用する理由

岩手県における主要品匿の作付動向を見れば県中南部では中、晩生の品橿が集中的に作付されて居

り、作期の面からも無理を地帯への広がりも見られ るnす た危険分散の上からも、労働の面、施設の

利用上からも強存 L良 質 、多収 の事生品極が要望されている。また県北部 `遠野地帯を含む )で は、

ハヤニシキ、フジ ミノリ、ササ ミノリの三品瞳が主要品ほとして作付されてお り、その中でフジ ミノ

リの占める割合が大きい。フジ ミノリは耐冷性、耐病性の画からは安定 しているが、機械移値載階 の

急増、収穫の機械化の面から倒伏性が問題となっている。この様なことからフジ ミノリ並の熟期のも

ので中生短拝、 レイメイタイプの良賀品匿が強 く要望されていた。

アキヒカ リは、昭和 48年 から奨励品置決定調査に入れて特性並びに収量性を検討 した結果、強需

で安定しており、すた良質 で多収性品種であるため奥励品瞳に編入 し普及奨励 した いぃ

像)来 歴と特性の概要

ア 来 歴  ア キヒカリは 1968年 `昭 43)に 青森県農業試験場藤坂支場において、 トヨニシキ

を母と しレイメイを父として交配を行 った。岩手県においては 1973年 (昭 48)か ら 「ふ系

104号 」の系統名で配付を受け生産力機定調査、並びに現地調査を行 ってきた。

イ 特 性の概要  出 穂はフジミノリ並み、減熱はやや算 くれ本場では中生に属する。禅長は レイメ

イ並かやや長め、穂数は レイメイ並乃かやや多い短標偏穂蚕型品題、梓は太 く強津でレイメイに近

い耐倒伏性をもっている。短首で本田での草状は レイメイに類似 じ止葉が立 ち草状は良好、業色は

フジ ミノリより淡い。熱色、植銅良好であり、短積で密粒 、稀に短亡を生ずる。玄米の形状は中膚

で怖に小さい腹自もみられるが光沢、透明度がよく、フジミノ リより良質でお樽歩合は フジミノリ

より高いが胚芽がややおちにくい傾向がみ られる。耐冷性についてtまレイメイ並みであるnい もち

耐病性については推足遺伝子型はPi一 a で あ り栗いもち、穂 いもちともフジ ミノリより劣る。

また、ィネカラバエ耐虫性は フジミノリよりSSく、穂発芽性は レイメイに比較 してやや出やす (

中～やや難である。

以上のようにレイメイタイプで倒伏抵抗性もあるため機械移値栽培に適しており良負で多収性の

品種である。                                `
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第 2表  特 性調査法

第,表  生 育調査、収量調査表

注 )昭 和49年 ～口召和 51年  3ケ 年平均値

検査等級は昭和 51年 の検査結果である。

( 本 場 )

品種名

存 亡 梓
　
先
　
色

粒

着

程

度

脱
　
粒
　
性

玄 米

細 剛  有  長

太 軟 無 短

光
　
沢

粒
　
色

心
　
白

腹
　
自

千
粒
蚕

品
　
質

等
　
級

アキ ヒカ リ 太 剛  稀  短 黄 自 密 難 良 や、良 ピ ビ 21,3 上の下 4の 上

フジ ミノリ 太 剛  無 無 黄 自 や 、 密 難 中 中 極  ビ ピ 21.6 中の上 4の 中

レ イ メ イ 太 屈J 無  無 黄 白 や ゎ 密 難 中 中 ビ～少 ビ 21.4 中の中 うの下

ハヤニ シキ 太 岡」 無 無 黄 白 密 難 やs良 や、良
・
ビ ビ 21.8 中の上 4 の 上

試験別 品優 ・系統名

出穂期

`月日)

成熟期

て月・日)

成  熟  時 玄米蛋

rt/al

同 左

比 率

( % )

玄 米

千粒重

`夕 )

品 質

検 査

等 級禅 長 穂 長 が穂数

生 検

成 苗

標 肥

アキヒカ リ

(標 )フ ジミノリ

( 比 ) レ イ メ イ

( 比 ) ハ ャニシキ

88 8

8.8

8.9

8, 7

9.27

9.26

9.28

9.22

(6肥)
70

84

68

75

(伽 )
16.8

19.5

18,3

16.4

(】ド)
422

394

427

4 1 6

68.6

62,3

6 2 . 4

59.0

110

1 0 0

100

95

2 1 . 3

2 1 . 6

2 1 . 4

2 1 . 8

上 下

中 上

中 中

中 上

埜}4上

3～ 4中

3～ 5上

3～ 4上

生 榛

成 苗

多 肥

アキ ヒカ リ

(標 )フ ジ ミノ リ

( 比 ) レ イ メ イ

( 比 ) ハ ャニ シキ

8.9

8.9

8。10

8. 7

9。30

9。30

10。 1

9.27

73

鶴

71

81

17.3

19.9

18.7

17.4

497

4 1 8

488

503

74.0

69,4

67.6

67.4

107

100

97

97

2 1 . 5

2 1 , 7

21.5

21.5

3～ 4中

3～ 4中

4～ 4下

3～ 4中

生 険

稚 首

標 肥

アキ ヒカ リ

( 標 ) フ ジ ミノ リ

( 比 ) レ イ メ イ

(比 )ハ ャニ シキ

8 . 1 1

8。1 2

8 . 1 2

8 . 1 0

9.29

9。28

9。29

9.26

70

80

67

75

16.8

18.6

18.0

1 6 . 3

416

368

409

423

59.4

52.6

55.9

55。6

1 1 9

100

106

106

22.1

22.0

22.1

22,4

上 下

中 上

中 中

中 上

生 僚

稚 首

多 B B

アキ ヒカリ

( 標 ) フ ジミノリ

( 比 ) レ ィ メ1 イ

( 比 ) ハ ャニ シキ

8 。1 1

8 , H

8.11

8 , 9

9。30

9.29

9.30

9 . 2 7

7 1

84

68

7 8

17.3

1 9 . 3

18.8

1 7 . 1

475

393

4う8

476

67.8

63.4

62.7

64も1

107

100

99

1 0 2

22.1

22.5

2 1 , 9

22,6
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(県 南分場 )

試験 品直 ・系統名
出植期

(月・D

成熱期

復・日)

成 熟 時 玄米重

(ん/お

左
率
，％

同
比
て

米
蚕
，

玄
軸
竹

品 質

後査

等被
拝 長
(御 )

憾 長
(a配)

数
か

穂
て

生 機

成 首

標 B 巴

アキ ヒカリ

( 標 ) フ ジ ミノリ

( 比 ) レ イ メ イ

8 . 1

7 . 3 1

7。3 1

9 . H

9 . 1 0

9 . H

７

　

４

８

　

７

76 17.2

1 9 . 7

18.8

327

289

318

60.2

54.2

5う。9

２

　

０

　

３

１

　

０

　

０

2 1 . 4

2 1 . 8

2 1。8

上  下

中 中

ギト中 中

一
　

一
　

一

生 検

成 首

多 肥

アキヒカリ

て弾 ) フ ジ ミノリ

て比 ) レ イ メ イ

8 . 1

8 . 1

8 , 1

9 , 1 1

9 . 1 1

9 . 1 1

袴
　
８７

　

る

17.9

20.う

19.5

６

　

う

　

８

”

　

２８

　

３０

63.3

58.1

う7.3

９

　

０

　

９

０

　

０

　

９

21.2

21.7

22.0

下

中

上

中

中■中下

一
　

一
　

一

生 険

権 西

漂 肥

アキヒカリ

` 標 ) フ ジ ミノリ

( 1 セ) レ イ メ イ

8 . 1

7 . 3 1

8 . 1

9 , 1 6

9 . 1 4

9。1 7

秘

　

拶

　

秘

16.8

19.1

19.1

５

　
　
１

　

３

４３
　
勺
　
２

62.4

60.5

62.4

破
　
００
　
”

22。0

2 1。7

22.,

下上

中中用申上

中 下

一
　

一
　

一

生 検

稚 百

多 肥

アキヒカリ

( 標 ) フ ジ ミノリ

( 比 ) レ イメ イ

8 . 1

8 。1

8 . 1

9。16

9.14

9.17

７５

　

８７

　

７４

17.4

19.6

19.3

柘
抑
４‐７

66.0

61.7

59.1

０７
　
００
　
”

2 1 . 8

2 1。8

22.0

下上

中中判中上

中卜中 中

一
　

二

注 )生 後成苗標肥 昭 和 48年 ～昭和 50年  3ケ 年平均値 て昭和 48予 備調査を含む )

生後成首多肥 昭 和 49年 ～昭和 う0年  2ケ 年平均値

生後権首標肥s多 肥 H召和 49年 ～昭和 51年  3ケ 年平均値 (但 しレイメイは 2ケ年平均値)

注)昭 和49～ 隅干口う1年までの3ケ年平均

椎占条件の成熱期は1昭和49、 50年 の2ケ年の平均|はである。

`県 北分場 )

試験別 品ra‐、系統名
出想期

(月。D

成熱期

偏・D

成 熟  時 玄米重

化/か

左
率
♪％

同
比
て

米
重
，

粒
タ

玄
千
‘

品 質

険査

等級腰ω
は 長
( 御 )

致
カ

穂
て

生 機

成 苗

標 B 巴

アキ ヒカ リ

(標 )フ ジ ミノ リ

(比 )ハ ャニシキ

8,10

8。11

8. 8

9。2 3

9,25

9.20

２

　

７

　
　
１

７

　

８

　

８

16.9

19。5

17.1

８

　

５

　

３

紀
　
％
　
３９

65.7

59.8

う9。9

０

　

０

　

０

１

　

０

　

０

2 1 . 7

22.0

22.5

やL―L下

や二中下

ⅢⅢ中上

一
　

一
　

一

生 榛

成 苗

多 肥

アキヒカ リ

(標 )フ ジ ミノ リ

(比 )ハ ャニシキ

8.12

8 . H

8 , 9

9。27

9。27

9。22

袴

　

９０

　

協

1 7 . 1

1 9 . 6

1 7 . 1

幼
４０８
ω

64.8

59,9

60,9

０８

　

００

　

０２

21.2

21.6

22.0

やL―T上

■斡 上

や申 上

一
　

十
　

一

生 僚

椎 占

標 肥

アキ ヒカ リ

( 標 ) フ ジ ミノ リ

( 比 ) ハ ャニシキ

8 。1 7

8.16

8.15

9,25

9,24

9 9 2 1

７０

　

８６

　

れ

17,1

19,2

1 6 . 2

９

　

４

　

０

３

　

１

　

１

４

　

４

　

４

53.0

5 2 , 1

5 1 . 6

２

　

０

　

９

０

　

０

　

９

22.0

21.5

22.6

上
　
中
　
上

野
野
Ｆ

‐杵
ド
牌

‐特

一
　

一
　

一

生 後

稚 苗

多 肥

アキ ヒカ リ

( 標 ) フ ジ ミノ リ

( 1 北, ハ ャニシキ

8, 1 7

8 , 1 6

8 . 1 4

9,27

9。26

9,22

５

　

０

　

１

７

　

９

　

８

17.5

19.4

1 6 . 8

５
　
３
　
４

っ
　
電
　
４７

う8,7

53.6

54.7

０

　

０

　

３

１

　

０

　

０

2 1 , 6

2 1 . 4

22.1

中野 中

中L―T中

中野 上

一　

　

二
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0)普 及上の留意点

ア 栽 培上の注意

働  多 肥 による草型の乱れは少なく籾数の確保 も容易であるがぉ登熟性、耐病性からみた耐肥性

はフジ ミノ リより劣 るため薦首分化期の追肥をさけるとともに無理な多UB栽培は避けること。

lfl い もち1価病性は フジミノリよ り弱いので充分注意 して適期防 除につとめること。

121 イネカラバエ耐虫性はSSと判定されているので多発生地帯 でま防除につぃて考慮すること。

0 耐 冷性は レイメイ並みであるが穂ばらみ期の低温時には水管理に注意する。

イ 適 応地帯と見込面積

働  北 渓羽地帯、北部沿岸地帯の山間部、高冷地帯を除 く平坦部 (馬淵 |!に安比||1流域の標高

200秘 未満の平坦部でま中苗機械移値栽培は可能であるが、その他の平坦部では成首手植栽

培 とする. )

仰 北 上十11上流、遠野地帯の山間高冷地 を除 く平坦部 て標高 200物 までは稚苗機械移植栽培 も

可能であるが200物 以上では中苗機扱移値並びに成苗手移値栽港 とす る。 )

の 奥 羽山間地帯は山間高冷地帯 を除 (平 坦部ぃ              ・

倒 ゴし上lil中、下流、南部山間、南部沿岸地帯の県再部では平坦部を除 《山聞山麓地帯 (標高

150%～ 250物 までは権苗機械移値栽培が可能 )

ワ 普 及見込面積 8ヽ,000～ 10,00 0ha

2  ゎ せ と らもち ( も ち )

系統名 青 系濡 7'号

(1)奨 励品匿に採用する理由

防 せとらもち」は、早生匿で短標 ・強禅の品置であり.播種後の発洋、苗立のよい品極である。

本県の県北地方において、奨励品種のうち、濡品種は 「タッこモチ」と 「サカキモチ」である。   |

「タッミモチ」は、早生で耐冷性は強いものの、標が59て、特に、機械移値においては倒伏 し、収

量品質 を低下させる危険性が高い。 「サカキモチ」は 「タツミモチ」よりもやや携梓ではあるが、

長樺であるため、機械移値においては、P者に倒伏の危険にさらされるとともに、熱期の点でも県北

地方では機械移値は困難であるn

また、 「タッミモチ」は、発芽 ・苗立ともやや難がある品瞳であるn

これ等の問題を解決するため 「わせとらもち」を奨励品種として採用した。

像)来 歴 と特性の戯要

ア 来 歴  わ せとらもちは昭和 38年 青森県農業試験場に始いて青系もち8号 てとらもち )Xフ

ジミノリを母とし、ラモキタを父として交配を行い以来、選抜固定をはかり1971年 て昭 46)

青系もち73号 の系統名を付し、同年から地域適応性の陵討をすすめた結果、1973年 て昭48)
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